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●
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

就
職
に
必
要
な
資
格
や
技
能
を
身
に

付
け
る
た
め
に
教
育
訓
練
講
座
を
受
講

す
る
場
合
に
、
受
講
費
用
の
一
部
を
支

給
し
ま
す
。

対　

象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
児
童
扶
養
手

当
支
給
水
準
の
ひ
と
り
親
世
帯

②
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職
に

つ
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と

④
過
去
に
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
こ
と

対
象
と
な
る
講
座　

雇
用
保
険
制
度
の

教
育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座
等

支
給
額　

講
座
終
了
後
に
、
対
象
講
座

の
受
講
料
の
60
％
相
当
額
を
支
給

（
１
２
，
０
０
１
円
〜
20
万
円
を
上
限
）

※
講
座
を
受
講
す
る
際
は
、
必
ず
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

就
職
の
際
に
有
利
と
な
る
資
格
を
取

得
す
る
た
め
、
養
成
機
関
で
修
業
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
、
訓
練
促
進
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
後
に

修
了
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対　

象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
児
童
扶
養
手

当
支
給
水
準
の
ひ
と
り
親
世
帯

②
養
成
機
関
に
お
い
て
１
年
以
上
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資
格

の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

③
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立
が

困
難
で
あ
る
こ
と

④
過
去
に
訓
練
促
進
給
付
金
ま
た
は
修

了
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
こ
と

対
象
と
な
る
資
格　

看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
美
容
師
、
製
菓
衛
生
士
等　

支
給
額

○
訓
練
促
進
給
付
金

非
課
税
世
帯　

月
額
10
万
円

課
税
世
帯　
　

月
額
７
０
，
５
０
０
円

○
修
了
支
援
給
付
金

非
課
税
世
帯　

５
０
，
０
０
０
円

課
税
世
帯　
　

２
５
，
０
０
０
円

※
申
請
の
際
は
、
事
前
相
談
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

ひ
と
り
親
家
庭

（
父
子
家
庭
も
含
む
）

自
立
支
援
給
付
金
制
度

東日本大震災義援金
　東日本大震災義援金へ多くの温かいご支
援をお寄せいただきありがとうございます。
●４月20日現在

５２，０８７，５２０円
　お預かりした義援金は、日本赤十字社埼
玉県支部へ送金し、義援金配分委員会を通
じて全額被災された方々のもとへ届けられ
ています。義援金をお寄せいただいた個人・
団体の皆さんに、心から御礼申し上げます。
※ 義援金の受付期間は平成29年３月31日ま
で延長されました。
１社会福祉課☎２５－５２０４

介護予防で
いつまでも
ハツラツと

介護予防で
いつまでも
ハツラツと

センター支援センター支援センター
だよりりりりだよだよりりよだよだだだよだよりだより

地域包括
支援センター
だより

地域包括
支援センター
だより

地域包括
支援センター
だより

　

高
齢
化
に
伴
い
認
知
症
の
方
も
急
速

に
増
え
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
身
近
な
病
気
で
す
。

自
分
の
家
族
、
親
戚
、
ま
た
自
分
自
身

が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
、
65
歳

以
上
の
７
〜
10
人
に
１
人
に
、
認
知
症

の
症
状
が
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
50
歳
代
夫
婦
の
家
庭
に
置

き
換
え
る
と
、
親
戚
に
３
〜
４
人
は
認

知
症
の
方
が
い
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

　

政
府
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

に
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
認
知

症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、「
認
知
症
施
策
推

進
総
合
戦
略
〜
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

〜
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
は
、
い
く
つ

か
の
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
①

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
②
適

切
な
医
療
、介
護
の
提
供
③
認
知
症
の
人

と
そ
の
介
護
者
へ
の
支
援
④
高
齢
者
に

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
⑤
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
の
視
点
の
重
視
な
ど
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
広
報
活
動
や
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
育
成
、
早
期
診
断
・
早
期

対
応
の
た
め
の
体
制
整
備
、
認
知
症
カ

フ
ェ
等
の
設
置
に
よ
る
認
知
症
の
人
の

介
護
者
負
担
の
軽
減
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
促
進
、
地
域
で
の
見
守
り
体
制
の

整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り

ま
す
。　
　

　

市
で
は
、
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に

沿
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、
認
知
症
カ

フ
ェ
の
開
催
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
域
の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
郵
便

局
、
銀
行
、
電
気
、
ガ
ス
、
新
聞
、
コ
ー

プ
な
ど
の
事
業
所
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
で
さ
さ
え
る
認
知
症

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
、
認

知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
理
解
を

身
に
付
け
た
応
援
者
で
す
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
グ
ル
ー
プ
や
団
体

へ
講
師
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

「
個
人
で
も
参
加
で
き
た
ら
」
と
の
声

に
お
答
え
し
、
１
人
で
も
参
加
で
き
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
左
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
受
講
希
望
の

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
16
日
㈭
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修
室
２
・
３

認
知
症
高
齢
者
等
に

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

１秩父地域包括支援センター
　☎２２－２５８２


